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年号 出来事
538年百済から仏教が伝わる
588年法興寺(飛鳥寺)の造営が始まる

蘇我馬子が崇峻天皇を殺害
推古天皇が飛鳥豊浦宮で即位

593年厩戸王(聖徳太子)が推古天皇の摂政となる
飛鳥小墾田宮に遷都
厩戸王によって冠位十二階が制定される

604年厩戸王によって憲法十七条が制定される
605年厩戸王が斑鳩に移住
607年小野妹子を隋に派遣
622年厩戸王が亡くなる
629年欽明天皇が即位

第一回の遣唐使を派遣
欽明天皇が飛鳥岡本宮に遷都

638年山背大兄王が斑鳩に法隆寺を建立
641年蘇我倉山田石川麻呂が山田寺建立を始める
642年皇極天皇が即位、小墾田宮へ遷る
643年蘇我入鹿が山背大兄王とその一族を滅ぼす

乙巳の変(中大兄皇子が中臣鎌足らとともに蘇我蝦夷・入鹿を討つ)
孝徳天皇が即位
大化改新の詔が発布される
大化の薄葬令を発布

651年孝徳天皇が難波長柄豊崎宮に遷る
653年中大兄皇子が孝徳天皇を残して飛鳥河辺行宮に移る
655年斉明天皇が即位し、都が再び飛鳥へ戻る
660年中大兄皇子が漏刻(水落遺跡)を造る
663年白村江の戦い
667年近江大津宮に遷都
668年天智天皇(中大兄皇子)が即位
670年庚午年籍(はじめての戸籍)をつくる
672年壬申の乱(大海人皇子×大友皇子)
673年天武天皇(大海人皇子)が飛鳥浄御原宮で即位
681年律令と国史の編纂をはじめる
690年持統天皇が即位
694年持統天皇が藤原京に遷都
697年文武天皇が即位
701年大宝律令を制定
707年元明天皇が即位
708年和同開珎を発行
710年平城京に遷都

592年

603年

630年

645年

646年

表１：飛鳥時代の年表
須恵器 土師器

灰色で硬質 茶褐色で軟質

還元焔焼成 酸化焔焼成
轆轤引き成型 手づくね成型

５世紀以降に渡来人が
持ち込んだ外来技術

弥生土器の流れをくむ
日本の伝統的な技術

１千度以上の高温で
窯焼き

六百度程度の低温で
野焼き

胎土中に孔が存在しない
＝水分が蒸発しにくく、膨
張した空気は抜けない

胎土中に孔が存在する
＝水分が蒸発しやすく、膨

張した空気が抜ける

表２：須恵器と土師器の違い

図１：須恵器杯類の部分名称

図２：対象遺跡の位置
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１：天井部　　　　　６：つまみ
２：稜線　　　　　　７：かえり
３：立ち上がり部
４：受け部
５：底部

＊図中番号は本文の遺跡番号と同じ
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陶臼

𤭯杯 A身

杯 G身

杯 G蓋杯 H蓋

杯 H身

杯 B蓋 ( かえりあり ) 杯 B蓋 ( かえりなし )

杯 B身

高杯

提瓶

平瓶

横瓶

台付壺

皿

鉢

無台杯

短頸壺

兀塚遺跡 SR602：524

兀塚遺跡 SR602：550

志度末３号窯：８

志度末３号窯：４

下川津遺跡 SDⅢ86：31

小谷１号窯：41 小谷１号窯：50

小谷１号窯：71 小谷１号窯：169

打越窯：573

兀塚遺跡 SR602

旧練兵場遺跡 SX02：1140

打越窯：703

旧練兵場遺跡 SX02:1188

兀塚遺跡 SD603:373

下川津遺跡 SDⅢ86:23
川津一ノ又遺跡 SD10:1079

北原２号墳第２石室 :149

下川津遺跡 SDⅢ86:３

甕
旧練兵場遺跡 SX02:1166

甑
打越窯 :742

図３: 須恵器の種類 ( 器種 )

図４: 須恵器の調整
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高蔵寺 217 号窯
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高蔵寺 209 号窯
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高蔵寺 46 号窯
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高蔵寺 48 号窯

高蔵寺 43 号窯

陶器山 21 号窯

和泉陶邑編年
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飛鳥寺下層

飛鳥編年

209
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213

坂田寺 SG100

112139

140
122

大官大寺 SK121

263

藤原宮 SD2300
241

224

石神遺跡 SD640

甘樫丘東麓遺跡谷埋立土

山田寺下層 SD619

37
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大坪窯

９ 12

６１

青ノ山１号窯

14

３

35

165

小谷１号窯

８

16
志度末３号窯 旧練兵場遺跡７ｰ８区 SX02

1116

1121 1129

563536

526

兀塚遺跡 SR602

534

134

133

北原２号墳第２石室

香川県内の遺跡
〈生産地〉 〈消費地〉

12S

22S
下川津遺跡 SDⅢ86

92

97

102

稲木遺跡 SD07

土器（1/4）

10cm0

899

1113

1117

1121

川津一ノ又遺跡 SD10

図５：飛鳥時代における香川県内の須恵器変遷表

１期

２期

３期

４期

５期

６期

7期

＊遺物番号は
陶邑編年は田辺 1981 から　飛鳥編年は奈良文化財研究所・歴史土器研究会 2019
香川県内の遺跡はそれぞれの報告書の物をそのまま引用している。

641 年以前
『上宮聖徳法王帝説』裏書

588 年以前

681 年前後
木簡群
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：「延喜主計寮式」に記載された調貢国

美濃須衛窯

尾北窯

湖西窯
猿投窯

南加賀窯

邑久窯

陶邑窯

牛頸窯

図７：飛鳥時代の主な地方窯

東山44号窯
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河田 C12 号墳

(甘樫丘東麓遺跡 SX037：奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部 1995 より引用、河田 C12 号墳第４主体と東山 44 号窯は発表者実測 )

第４主体 甘樫丘東麓遺跡
SX037

図６：東海地方の地域色と飛鳥地域の基準
土器（1/4）

10cm0

( 旧律令国の白地図は白地図専門店の無料ダウンロード図版を改変して作成 ) ❻


